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当時は同じ名前の別の新聞の編集長に誘われてそこに記事を 書 き ま し た 。
タ イ ト ル は な く て 、
サ ト ウ の
名前は英文に
は 出 て き ま せ ん 。
一八六
六 年 に ＝ 一















が 英 国 の 日 本 に 対 す る
公式な政策と誤解されたわけです。
その中に、









と 思 い ま す 。
サ ト ウ は 一 八 七 O 年 か ら 八 コ 一 年ー の あ
いだ、
日 本 語 書 記 官
として英国公使館に勤めていました。
この詳しいことはあ
と で 紹 介 し ま す 。
そ し て 、
し た 。
シ ャ ム に 赴 任 し て 、
四 年 間 ぐ ら い シ ヤ ム に い ま
そ の 時 、
英国外務省の領事部門から外交部門に昇格
し ま し た 。
つまり、
公使の一種なので、










ィ リ ス 、





日 本 の 任 務 を 終 え て 英 国 に 戻 っ た の で す が 、
途 中 で パ リ に


















ッ コ に も 赴 任 し 、







一 九 O 五 年 か ら 在 日 英 国 大 使 、
同時にロンドンに在英日本
大使が設けられました。
サ ト ウ は 不 運 な こ と に 初 代 大 使 に
は な れ ま せ ん で し た 。
一九OO年からO六年まで外交官としての最後の任務で
すが、
















ハ l グ の 第 二 回




























の 任 務 を 経 て 次 は 中 国 で す け れ ど も 、
そのあいだロンドン
に 一 時 帰 国 し ま し た 。
一時帰国した一




パ イ と い う 画 家 が 描 い た 、




六 フ ィ ー ト 。
つまり、
メートルでいうと一・



























見 え ま す で し ょ う か 。
次のスライドでもっと さ て 、
は 、
こういうふうに書いてあります。「井上馨の左隣は通
訳 、 ン 1 ボ ル ト で す 。
画家の上野広一は、
各国代表の子孫か







サ ト ウ と 江 戸 城 無 血 開 城 に つ い て 、
お話しします。
図 日 は 、
私 が 撮 っ た 写 真 で す 。
先日、
た ま た ま 東 京 で 取 材




場 所 は 、
ほ ほ 皆 さ ん は 東 京 に 住 ん で い る か ら わ か る と 思 い
ま す が 、
田 町 駅 の 近 く に あ り ま す 。
い ま は 一 一 一 菱 自 動 車 が 所































る 絵 で す 。
























































〔 The life of Sir Harry
Parkes. sometime Her 
Majesty's minister to 
China & Japan, 1 894) 
書かれています。
田町に薩摩邸があって、
そ こ で 西 郷 と 勝





そ の 裏 は 海 に 面 し た 砂 浜
で、
当時、




書 い て あ り ま す 。
図 日 も 私 が 撮 っ た 写 真 で 、 さきほどと同じ台座にありま
した。
左 に 西 郷 、


























そ の 翌 日 江 戸 ま で 行 っ て 状 況 を 探 り 出 す 。
主
な 情 報 源 は 勝 安 房 守 、











































































































































































































































































































































八 九 四 年 か ら 始 ま り 、
一
八九五年の四月十七日に終わりました。




こ の 講 和 交 渉 と そ の あ と す ぐ 起
こ っ た 三 国 干 渉 が 、
サトウが日本に戻る前の背景としてあ
りました。
そ し て 、
臼本で公使として五年ぐらい務めて、
サ1
・ ク ロ ー ド
・マクドナルドとポス
トが入れ替
り ま し た 。
マクドナルドが日本の在日公使になって、
サ ト ウ が 中 国 に
す 。
あ と 、
サ ト ウ は 当 時 、
北 京 に い ま し て 、
二月十一
日の































こ の 同 盟 の 意 味 は 、
日 本 に と っ て は ロ シ ア
との戦いが自信をもってできるようになったと私は思いま
その承


















て い ま す 。

















を 乱 す よ う な 出 来 事 だ 、
という趣旨のことを書いて送って




ポ l ツ マ ス 講 和 談 判 の 壁 画 、
七十二番です。
全国で騒擾事件が起こりました。
ポ1ツマス条約が締結
77 
された際に、
領土も賠償金も充分に得られなかったことに
ポ ー ツマス講和談判（聖徳記念絵函館所蔵）図21
対する国民の不満があったからです。
サトウはやはりデイ
キンズに一九O五年十二月六日の手紙でこういうふうに書いていま 。ザ
・タイムズの特派員のモリソンも含めて共
通の意見は、
賠償金をロシアから得る
のは無理だろう、
と。
その理由として
充分価値のある土地をとることができな
かったことを挙げ います。
日本は、
兵士や兵力、
弾薬、
軍資金などが不足し、
結局ウラジオストクを獲得すること
ができなかった。
ただ、
ロシアの交渉団長であるウイツテ
とは非常に重要な部分で合意した
つまり、
日本に遼東半
在していたからで
す。
サトウは英国政府から勲章も受章し
ており、
一八八三年、
一八九五年、
一九O二年にそれぞれ、
聖マイケル
・聖ジョージ勲章の第三勲位
（CMG）、
第二勲
位（KCMG）、
第一勲位（GCMG）
が贈
られてい
ます
。
最後の勲章の授与は、
一九O一年にビク リア女王が亡く
なっていたので、
エドワード七世からでした。
一九OO年十月二十六日に中国赴任し、
一九O六年に枢
密院のメンバーとなっ います。
外交の舞台から引退するのは一九O六年十月二十六日で
す。
その後、
ハlグの裁判所に英国の代表として赴任しま
したが、
実は一度もその裁判に関わっていません。
その代
わり、
ハlグの第二平和会議では英国代表の四人のうちの
一人を務め、
その詳細が日記に残っていま
す。
亡くなった
のは 九二九年でした。
サトウが日本に来たタイミングは非常によかったと私
思っています。
生麦事件のちょうど一週間ほど前に訪日し
ており、
それから幕末に起こった主な出来事をほぼ全部み
ることができた。
これらの見聞をすべて日記に書き記し、
それに基づいて書かれ
た回想録が『〉E10自己5EEロ』
です。
出版されたのは一九一二年でした。
一八六0年代と七0年代、
彼の仕事は条約と関係が深い。
島を譲り、
朝鮮半島の支配権を日本に渡す。
それから満州
鉄道の半分も割譲しました。
これだけでも日本の外
交は成
功し
ていると記しています
。
よって
、
サトウは
各地で起
こった騒擾事件は国民の誤解に基づくものではないかと考えていたようです。
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ここでサトウの履歴を再度確認してみたいと思い
ます。
英国外務省の一九三O年の外務省職員リストによる
と、
彼は一八四三一年に生まれ、
ロンドン大学で学士
号を取
得。
その後、
試験に合格して通訳生となります。
一八六＝一
年に英国海軍が鹿児島を攻撃した時、
鹿児島に行っていま
す。
公使館の通訳官になっ
たのが一八六五年四月一日で、
三年後の一月一日に書記官になっています。
一八六四年の
九月にはクlパ1提督の通訳 とし 下関に行きます。
そ
れから一八七七 二等書記官に昇格。
一八八四年、
シヤム総領事として着任。
一八八八年には
ウルグアイのモンテビデオに公使として赴任 、
一八九三
年、
モロッコへ行きます。
日本に戻るのは、
外務省職員リ
ストによると一八九五年の 月 目
但し、
実際に着任し
たのはその一か月後でした。
この年はピクトリア女王が一
八三一
七年に女王となって五十年目のお祝いがありましたの
で、サトウはその式を自分の日で見るためにロンドンに滞
さて、
日本においては条約改正が外交の主
な仕事でありました。
サトウは先ほど言及した英国策論にみられるように
条約改
正に関わるようなことも ていました。
それはもちろん彼
がやるべ
き仕事の範障を超えて
いるものでしたので
、『〉
盟主OB白HSFHug」
の中では、
こういうこと
はしてはいけ
ない、
と本人が認めています。
今年私は、
一九一二年から二O年までにサトウによって
書かれた日記を出版しました。
この八月、
私
はエクセタl
で開催さ 英国の国際歴史グループの学会でサトウに関する発表をした後、
オタリ1
・セント
・メアリlに行き、
この彼の日記について発表しま た。
小さな町で聴講者は
十人くらい したが、
歴史に興味ある人達でしたので、
大
いにサトウが残した言葉を共有することができました。
彼は明治時代が終わる六年前に引退しますが、
ほほ明治
時代のすべてのことを外交官として眺めることができたけです。
日本人の妻や息子二人もいまし
た。
妻は武田兼と
いいます。
ただ、
妻といっても、
当時は外交官が異国人と
結婚することはできなかったので、
正式な結婚はしていま
せん。
それでも当然、
日本を離れてもずっと日本のことを
気にしていたでしょう。
ウルグアイやモロッコから日本の
情報を得ることは、
インターネットなどがない当時のこと
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図22 ボーモント＠ハウス
（横浜開港資料館所蔵）
図23 1924年
（横浜開港資料館所蔵）
なので難しかっ
た
け
れ
ども、
武田家や彼
の
家族、
日本の
友人を
は
じめ、
ウィリアム・
ジョージ・アストンとフレデリック
－デイキ
ンズたちと 手紙で繋がっていました。
シヤ
ム
、現
在のタイに勤務
しているときは日本からそれほど遠くな ので、
休暇の時に二回訪
日
し、
英国に帰国する
際も日本を経由しています。
図泣はア1ネスト
。
サトウが引退した後の家です。今は三世帯が分かれて住んでいます。庭もそれぞれに分与されています。
サトウが
増築した部分は写能5（ロジア）と
いって
、
彼が読書をし
たり執筆をしたりする
ためのも
のでした。
図おからは彼の
引退生活が窺え、
書棚が後ろに見えます。
一九二四年の写
真ですから、
八十一歳のときでしょうか。
日記にもこの頃
のことが記されています。
80 
